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戦時国家独占資本主義と
連邦行財政制度の変貌
横 田 茂
（］） 
前稿で述べたように，合衆国では1917年秋，戦時財政危機とインフレーシ
ョンを背景として，資本市場の統制の問題が戦時経済管理の死活の課題とし
て，日程にのぽった。それは，国家権力と連邦準備局を中心とする大銀行と
が一休となった資金節約運動として展開し，資金，労働力，資材を特権的軍
需産業へ集中する戦時経済管理政策の主要な一環を構成した。この戦時の資
金節約運動は，公信用の統制を槙杵として国家権力の集中運動を生み出し，
州と地方自治体における行財政制度改革の推進力となった。
小論の目的は，以上の前稿の考察をひきつぎ，第一次大戦下の連邦行財政
制度の急激な変革を概観することである。この考察を通じて，戦時の国家権
カの運動と深いかかわりを持った20世紀初頭の行財政制度改革論と予算制度
改革論の位置が，より具休的に確定されるであろう。
ところで，第一次大戦下の連邦行財政制度の変革は国家機構の異常な急膨
張の過程で発生した。 それは戦時経済管理の進展と関連している。戦時産
(2) 
業局 (WarIndustries Board)の記録によれば，参戦後の合衆国には主とし
て次の三つの事情に起因する経済的混乱が生まれた。
(1) 拙稿，「戦時財政危機と節約運動」，「関西大学商学論集」，第21巻第1号， 1976
年4月，
(2) P. W. Garrett, Government Control over Prices, 1920, pp 29-34. 
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第ーは，合衆国内の需要の急増に加えて，連合国からの巨額な買いつけ
が，小麦，砂糖，肉などの農産物や，銑鉄，鋼鉄，鉄製品，銅などの原料需
要を急激におしあげたこと。
第二は，大量の戦時物資の輸送に起因する鉄道輸送の混乱から，基幹的工
ネルギー源であった石炭の地域的不足が著しくあらわれたこと。
第三は，船舶の急激な破損のために，商品の輸出入に多大の障害が生じた
こと。
これらの事情に，戦時に特有の激しい投機的利得活動が合流し， 1917年夏
(3) 
には経済的混乱が激化し，物価騰貴は著しい規模にのぼった。
レーニンは， 1917年 9月，帝国主義諸国家における国家独占資本主義の急
激な形成に注目して， 「戦争は交戦諸国に前代未聞の惨過をもたらしたが，
同時にそれは，資本主義の発展を大いに促進して，独占資本主義を国家独占
資本主義に転化させた。その結果，プロレクリアートも，革命的小プルジョ........ 
ア民主主義派も，資本主義の枠のなかにとどまってはいられなくなった。生
活はすでにこの枠をはるかに越え，全国家的規模での生産と分配との調整，
全般的労働義務，強制的シンジケート化（企業連合への統合）等々を日程に
(4) 
のぽせた。」と述べたが，合衆国においても 1917年夏，上述した事情から，
生産と分配との全国的調整と労働力の適正な配置とによって， 不必要な生
産を削減し，戦時経済の能率を向上することが，経済管理の重要な課題とし
て日程にのぽったのである。戦時国家独占資本主義は， 8月10日，食糧・燃
料統制法(Foodand Fuel Control Act)の成立を境に急速な発展をとげた。連邦
行財政制度の変革は，この過程で，大統領への権力の集中と歩調をあわせてす
すんだ。
(3) 1913年6月から1914年6月までの価格水準を 100とすると，物価指数に包含さ
れる全ての金属商品グループの指数は， 1917年3月の247から 7月の333へはねあ
がった。同様に，食糧グループのそれは142から167へ，燃料グループは 131から
168,繊維グループは159から180,-ヽと上昇した。 (ibid.,p. 29)。
(4) レーニン，「1905年ー19CY7年のロシア革命における社会民主党の農業網領」，全
集13巻， 442頁。
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I 大統領権限の強大化と連邦行財政制度の変革
われわれは先ず， W.F.ウイロビー（Willoughby)と， L.ウィルマーディ
ング (Wilmerding)によりつつ， 戦時国家独占資本主義の編成過程で生じた
連邦行財政制度の変革を概観しよう。
ウィロビーは，戦時における大統領権限の強化を主として行政的側面から
考察して，こう述べている。
． 
大統領の憲法上の権限は，行政 (administrative)とは全く別の執政 (exec―...... 
utive)であったが，戦時下では事実上の政府行政長官 (administrator-in-chief
of the Governmemt) となった。それは，一部分は，法律の適切な施行を確保
．． 
すべき執政長官 (ChiefExecutive) としての大統領の職務の論理的帰結であ
り，一部分は，政府の主要行政官を指名し，上院の承認のもとに任命し，か
つそれらを無制限に解任しうる権限の帰結であったとは言え， 主要な理由
は，議会が，法令によって，最も包括的な性格を有する行政権限を彼に賦
(5) 
与したためであった。この方策は，合衆国の参戦後，とくに強力に追求され
た。議会は，ほとんどいかなる場合にも，自らが立法した大量の戦時法令の
施行のために用いられるべき組織または行政方法 (administrativemethods) 
の性格を，規定しようとはしなかった。すなわち， 議会はほとんど例外な
く，これらの諸法令の施行方法について，大統領の自由裁量を完全に承認し
たのである。1918年 5月28日に議会を通過したオーバーマン法(OvermanAct) 
はこれを更にすすめ， 戦時および停戦後6カ月の期間，大統領が，戦争の
より能率的な遂行のために，現存の政府部局，機関，事務局を調整または統
合する権限を承認した。彼は「大統領にかくも大きな権限を賦与することを
通じて，議会は，行政責任の集中という正しい政策を追求した。大統領がす
でに保持していた権限に加えて賦与された前述した諸権限，および国家の軍
(5) W. F. Willoughby, Government Organization in War Time and After, 
1919, PP. 5-6. 
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最高司令官としての戦時の特別権限を考慮に入れると，戦争の効果的遂行に
必要な全ての事項の実施と，戦争から派生する多くの諸問題への対応とのた
めに，いかに多くの行政上の権限と責任とが大統領に賦与されていたか，が
(6) 
あきらかになるであろう。」と述べている。 ． 
ところで， ウィロビーは，こうした大統領権限の強大化，すなわち執行権,...... 
カの専決体制の強化を基礎として，公務の能率的遂行のために導入された....... 
以下の三つの新しい行政方法に注目している。
(1) 統制手段としての隠可制度 (licensingsystem)の採用
ある種の商業や職業に対する認可制度は，古くからおこなわれてきた。し
かし，「旧来の大半が， 公共の安全を害する危険のあるものや， 歳入を目的
とするものに，例外的に採用されたのに対して，第一次大戦のなかで，この
(7) 
手段は， あらゆる産業を政府の統制の下におくために用いられた。」この制
度によって，政府は，各産業に従事する企業の守るべき諸条件を設定し，か
っ，これに逮反する企業の認可をとりあげる権限を獲得した。
このように，ウイロビーは，旧来のものとは異質の「経済統制手段として
の国家独占」に注目しているのであるが，その主要形態となったのは，価格
(8) 
決定と優先決定の国家独占であった。たとえば，政府の価格統制は， 1917年
(9) 
秋以降， 「基礎原料のそのまた基礎」である鉄鋼と石炭を皮切りに急速に拡
大していった（第 1表参照）。
ウイロビーによれば，第一次大戦下に執行府の手で大規模かつ能率的に運
用された「経済統制手段としての国家独占」は，将来にわたって重大な影響
を残すものであった。彼は次のように言う。
「この単純な手段により， 規制に関する全問題は， 行政官の手に集中す
(6) Ibid., J?・ 8. 
(7) Ibid., pp. 354-355. 
(8) この点については，池上惇氏の次の論考から示唆を得ている。池上惇， 「国家
独占の基礎概念ー F. ピンナーの専売論を中心にして一」， 「現代資本主義財政
論」有斐閣，昭和49年（所収）。
(9) G.B. Clarkson, Industrial America in the World War, 1923, p. 165. 
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第 1表価格統制の進展
統制の開始 統制商品
I統制数 統制の％＊
統制 1非統制統制抑統制
1917年9… I石炭，コークス， 銅， 小麦， 鉄鉱石， 銑 I50 I 1316 I 3.661 96.34 
鉄，各種鋼器，各種鋼，各種鋼板
10… I鋼塊および鋼片， 電信線， 砂糖， sheet I 66 I 1330 I 4.831 95.17 
bars, skelp. 
1.. I薄板鋼，鋼管，＜ず鋼，錫板，鉛，とうも I266 I 1100 I 19.471 so.53 
ろこし，燕麦，大麦，清鮮果実，野菜，家
蓄， 家きん， 魚， 野菜油， イエローパイ
ン，アンモニア，無煙火薬
12・・ Iダグラスもみ材，木材用化学薬品，ボート I294 I 1072 I 21. 541 78.46 
ランドセメント，銑鉄および鋼鉄の未統制
のものすべて
1918年1… 硝酸‘ノーダ，硫黄および硫酸を除く肥料 318 I 1048 I 23.281 76.72 
2… 亜鉛，蟻酸アルデヒド， トルエン，砒酸， 352 11014 I 25.771 74.23 
動物用飼料，コーヒー
3… Iアルミニウム，マニラ麻， bindertwine 3621 1004 1 26.50173.50 
4… もみ，つが，ニッケル，水銀，銀，苛性ソ 387 I 979 I 28. 341 71. 66 
ーダ，ソーダ灰，漂白剤，カーポン， tetr-
achloride 
5 ・ I羊毛，生皮，製皮，・ゴム，プラチナ，マン
ガン，棉，糸くず， quebracho
6・ 1硫酸， 硝酸， 硫黄， barness 1eather 
7… 棉製品，棉布，レンガ，建築用タイル，砂 I545 
および砂利，砕石
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s21 I 60.111 39.90! 
8・・ I羊毛くず，グリセリン，靴とベルト用の皮， I570 I 796 I 41. 731 58.27 
原油， Kapoc
，． 絹くず 572 I 794 I 41. 871 58. 13 
10・ 麻 布 573 I 793 I 41. 951 58. 05 
1・・ I I 573 I 793 I 41.951 58.05 
12・・ 573 I 793 I 49.951 58.051 
＊戦時産業局の価格課の作成する物価指数に含まれている1366の卸売商品を 100％と
する。
（出所） P. W. Garrett, Government Control over Prices, 1920, p. 417より作
成
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る。立法府は，この制度の確立を授権する以外，全責任から解放される。そ
して行政命令の施行に際しては，司法府に少しも依存しなくてもよい。この
手段が用いられた規模と能率とは，疑いもなく，将来，国内の産業上の諸利
益に対する公的統制の拡大のために政府がおこなうことになるであろう活
(lo) 
動に，深い影響をあたえるであろう。」
(2) 工業的・商業的・金融的性格をもつ特殊な諸活動を実施する特殊会社
(subsidiary corporation)の設立
この特殊会社は， 1917年4月の参戦から18年11月の停戦までの間に，次の
六つが創設された。戦時金融会社 (WarFinance Corporation)，緊急艦隊会社
(Emergency Fleet Corporation)， 穀物会社 (GrainCorporation)， 砂糖均等配
給局 (SugarEqualization Board)，ロシア企業局 (RussianBureau Incorporated) 
住宅会社 (HousingCorporation)。
これらは，生産と分配との全国的調整や労働力の配置，投資の規制，外国
貿易の統制などに直接関与する連邦政府機関として設立された。
ウイロビーによれば，政府の工業的・商業的・金融的活動を一般活動から
行政的•財政的に分離し，財政的自治権をもつ独立の会社形態に再組織する
ことから，次の三つの利点が生じる。 (1) 外部との契約関係がより有利に
処理される。 (2) その事業の経営に精通する人材を取締役に選任できる。
(3) 事業を政治的圧力の外におき，純粋にビジネスライクに経営しうる。
この利点は， いずれも公務の能率的・経済的実施を保証するものである
が， それは「能率的に組織された民間企業の財務会計制度」すなわち資本
勘定，資産勘定，減価償却制度，貸借対照表などの採用によって，その制
度的うらづけを得る。彼は「この制度の利点は，当該事業が収入を生み，ま
(11) 
たは物的生産をおこなう場合，はかり知れないほど大きい」と述べている。
ウイロビーは， すでに 1917年に刊行した彼の著書， ＂The problem of a 
(10) Wllougihby, op. cit., p. 355. 
(11) Ibid., p. 356. 
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National Budget"のなかで， 特殊会社の設立による公務の能率化を主張して
(12) 
いた。彼の見地からすれば，この特殊会社こそ，戦争が生み出した最も興味
深い組織形態であるのみならず，将来，いっそう重要となる弾力的組織形態
であった。
(3) 戦時諸機関の活動を調整する手段としての連動幹部会 (interlocking
directorates)の採用
政府諸機能を「一個の調和のとれた能率的な行政機構」に統合すること
は，平時においても重要であったが，戦時には必要不可欠の要請となった。
(13) 
この「一般管理 (generaladministration)」の領域には，全般的な事業計画の編
成，この計画の各構成部分の適切な実施機関への割当，これらの能率的実施
を保証する統制手段の確立，などが含まれる。
国防会議 (Councilof National Defense)は， 参戦以前に設立され， 強制力．．．．．． 
ある命令を公布する権限を持たない所謂スタッフ機関であったので，この任
務に応えることはできなかった。従って，大統領は自らに集中した広範な
権限の実施のために設立した多数の戦時諸機関の代表を，国防会議の毎週
の会合に招集し，事実上の戦時内閣を組織する一方，各機関の代表を相互に
他の機関の意思決定に参加させる方式をとり， これを一般管理の手段とし
(14) 
た。ウイロビーは，これを連動幹部会と呼んでいるのである。
以上のように，ウイロビーは，執行権力の専決体制の強化を基礎として採
用された三つの新しい行政方法に注目している。
これに対してウイルマーデイングは，執行権力の専決体制の強化に照応す
る連邦行財政制度の急激な変革に着目した。彼は，参戦後の「非常事態」の
なかで，執行府に大幅な財政的弾力性を保証するために導入された五つの制
度をあげている。
(12) 拙稿， 「W.F. Willoughbyの予算制度改革論」，京大経済学会，「経済論叢」，
第10躇§第1号， 1969年1月。
(13) Willoughby, op. cit., p. 3 
(14) Ibid., pp.'356-357. 
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第一に，議会が各行政機関の経費を個別法によって授権する従来の方式
にかわって， 一括授権方式 (lum-sumappropriation)が採用された。 たとえ
ば， 1917年4月17日の法律は， 19年12月31日までの期間，大統領が，国防と
それに関連する諸目的のために， 1億ドルの範囲で，自由に支出しうる権限
を認めた。
第二に， 各省は， 議会の予算充当額を越えて， 債務負担しうる権限を得
た。たとえば， 1918年11月4日の法律は，陸軍省が，戦場における工兵隊の
活動に附随する支出のために，「承認ずみの充当額に加えて， 2億ドルまで」
「契約あるいは債務負担する」権限を認めた。議会の側からみれば， これ
は，将来における予算の協贅を，一定の限度内であらかじめ約束するもので
あった。
第三に， 1918年7月9日の法律によって，各省は，個別に授権された充当
金により得た戦時資産を売却し， その収入を再充当する権限を得た。議会
は，この権限を承恩することにより，個別の行政機関への授権額を弾力化し
たこととなる。
第四に，主として政府の事業的諸活動から生じる収益を，再充当の形式な
しで再支出する権限を特定の政府機関に与える，所謂「回転基金（Revolving
Fund)」が採用された。
たとえば，1918年 5月の鉄道統制法は，鉄道管理局 (RailroadAdministration) 
に 5億ドルの充当金から生じる収益の再支出を承認した。この回転基金によ
って，収益の回収速度に比例して充当金の総額が増加することとなり，従って
政府機関が支出しうる総額が不定となるばかりでなく，回収速度の統制を通
じて，支出の意思決定権は相対的に議会から執行府に移動することとなった。
第五は， 政府機関の法人化， すなわち政府会社 (GovernmentCorporation) 
の設立である。これは， ウイロビーの「特殊会社」と同一のものを指している
が， ウイルマーディグは先の六つに加えて， もみ生産局 (SpruceProduction 
Board)をあげている。
政府機関の法人化は，次の四つの点から，財政的自由を拡大した。
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第一に，企業は，毎年度ごとに資金要求を議会へする必要がなかった。そ
れらの資本金およぴ事業開始後の収益（損失）と借入金は，回転基金を構成
した。
第二に，ー会計年度のうちに企業が入手しうる財源は，弾力的であった。
資本の回収速度を高めることにより支出の拡大が可能であり，また必要に応
じて追加資金を常に借入れることができた。
第三に，資金の配分は弾力的であった。それらは，歳出法によって支出目
的が厳格に統制されておらず，企業の権限の一般的範囲内であれば，いかな
る目的にも流用が可能であった。
第四に，資金の支出 (disbursement)は，他の公共資金の支出を規律するよ
うな法律や規則によって，しばられなかった。
こうして，政府企業は，議会が戦時の必要に応じて執行府に財政的弾力
(15) 
性を与えるために採用した諸手段のうち，最も自由なものであった。
さて，われわれは以上でウイロビーとウイルマーディングの研究に依拠し
つつ，戦時国家独占資本主義の発展過程で生じた連邦行財政制度の変革を概
観してきた。そこでは，大統領への権力の集中，すなわち執行権力の専決体制..................... 
の強化を基礎として，執行権力の運動力と弾力を拡大する広範な変革がもた
らされたことがあきらかになった。一見してあきらかなように，それらは，
戦時の非常時における一時的変革にとどまらず，現在に至る連邦行財政制度
の動向を規定している重要な変革であった。ウイロビーのあげた三つの行政
方法は，彼が予測したとおり，国家独占資本主義の恒常化につれて，いよい
よ重要性を帯びて今日に至っている。新しい行政上の変革がさらにつけ加え
られているとは言えー一。ウイルマーディングが注目した 5つの財政制度上
の変革もまた同様である。この点では彼自身が次のように述べている。
「議会は，戦後，戦時下に比べて非常に厳格な態度をとった。しかし，議
会が戦前の厳格な予算議定のシステムを完全にとりもどしたと考えると，
誤りであろう。歳出決定のルーズなやり方は行政的必要に迫られて始まっ
(15) L. Wilmerding, JR., The Spending Power, 1943, pp. 154-160. 
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た。それらは初めは政治的便宜のために継続され， 後には習慣となってし
(16) 
まった。」
しかし，より注目されることは，戦時国家独占資本主義の編成過程で旧来
の官僚制度とは全く異質の「新しい行政組織」が生まれたことであった。戦
時経済管理機構の中核であった戦時産業局の中に生まれたこの行政組織こ
そ，戦争が合衆国の官僚制度にあたえた決定的変革をあらわすものであっ
た。次節ではこの点を考察しよう。
I 戦時産業局と官僚制度の変革
戦時産業局は，合衆国の経済的混乱が深刻化し経済管理の拡張が日程にの
ぼった1917年 7月，国防会議の中に創設された。しかし，すでに述べたとお
り，国防会議は強制力ある何らの命令を公布する権限をもたないスクッフ機
関であったので，戦時産業局は，経済管理に関する強力な統制機関として機
能することは不可能であった。最大の弱点は，経済管理に必要な強制的命令
の公布と，この命令の施行機関を組織する権限を，欠いていたことであっ
た。従って，それは陸•海軍をはじめ多数の政府機関と民間産業の「自発的
協調」に依存せざるを得ず，調整業務はいたずらにふくれあがった。
この問題を解決するために，大統領は最高行政長官および軍最高司令官
としての自らの権限にもとづいて，戦時産業局を国防会議より分離し，大統
領に直属する独立機関とした。この改組の結果，戦時産業局はすでに設置
されていた食糧管理局 (FoodAdministration)およぴ燃料管理局 (FuelAdm-
inistration)と類似の機関となり，大統領の絶大な戦時権限を休現する戦時経
(17) 
済管理機構の中核となった。
新しい戦時産業局の機能は，大統領から戦時産業局長官にあてられた1918
年 3月4日の書簡に述べられているが，その内容は 5月28日，行政命令とし
(16) Ibid., p. 164. 
(17) ウイロビーは， 「とくに，戦時産業局を国防会議から分離して独立機関とした
結果，戦時産業局はその権限を大統領から直接受けることとなった。それ故，戦
時産業局は，その管轄権をもつ範囲内において，大統領が法令により委任され，
あるいは軍最高司令官たる地位により保持する，一切の権限を行使する権能を有
していた」と評価している。 (ibid.,p. 77)。
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て正式に公布された。ウイロビーは，これを次の六点に要約している。 (1) 
緊急を要する政府および一般の需要を集中し，全般的な調達計画を編成し，
かつこの計画の実施可能な程度に関する情報を恒常的に入手する。 (2) こ
うして確立された需要を，可能な限り完全・迅速に満たすために，国家の産
業資源を再組織する諸手段を採用する。 (3) 原料および供給物資の生産，
分配，使用に関する優先順位を決定する。 (4) 必要な場合，価格を固定す
る。 （5) 不必要な全ての業務を除去し，浪費を防止し，事業を可能なかぎ
り経済的に実施するため，企業経営の能率増進をあらゆる方法で奨励または
(18) 
強制する。 (6) 連合国への購入の全てに対して，全般的監督を行使する。
戦時産業局の中には，これらの諸機能を実施するために，申請部 (Requir-
ements Division)優先部 (PrioritiesDivision)，保存部 (ConservationDivision), 
価格決定委員会 (PriceFixing Committee)等の機能別諸組織が設けられた。
しかし戦時産業局の行政組織の主要単位となったのは「商品課 (Comm-
odity Section)」であって，上述した諸組織は， 究極的にはこの「商品課」に
よって有効な機能を保証されたのである。この意味で，「商品課」こそ戦
(19) 
時産業局の行政組織の「バックボーン」であって，第一次大戦下の戦時国家
独占資本主義が創出した典型的な行政組織であった。以上では，その内容を
検討しよう。
「商品課」の第一段階は，国防諮問委員会のメンバーによってつくられた
戦時物資に関する委員会，特に，原料に関する委員会であった。この委員会
は，国防会議の中に戦時産業局が新設された際，次の二つの理由で，これに
吸収された。第ーは，参戦後わずか 2, 3ヵ月にして，戦時の基本問題が，
生産・調達•原料の分配の管理にあることが明らかになったこと。第二に，
工業の統制について，戦時産業局長パルーク (B.Baruch)が「栓のアイデア
(20) 
(faucet idea) j--すなわち， ある特定の商品に関するすべての知識と， そ
(18) Ibid., p. 78. 
(19) Ibid., p. 80. 
(20) Clarkson, op. cit., p. 301. 
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れについての指揮とを実際の専門家の手にとりまとめ，それらを人為的で重
複的な行政機構を通じてではなく，直接，現存するビジネスのメカニズムを
通じて運用する一ーを採用したからであった。
この方式のための委員は， 大部分， 当該物資の主要生産者より選任され
た。しかし，言うまでもなく，この委員会は政府機関であって，私的な産
業の代表機関ではなかった。従って，委員は，自らの関係する企業へ，政府
委員として，発注とその際違守されるべき価格等の条件を提示することとな
り，この「きわめて異常な」実務の処理方法に対して，公衆と脹会の批判が
高まったのは当然であった。かくして，工業と政府との間にはっきりした線
を引く必要が生じた時，旧い委員会が解体され，新たに組織されたのが「商
品課」であった。旧委員は，政府行政官として自らの関係産業から離別する
か，あるいは解任された。「商品課」の数は， 最終的には57をかぞえた（第
1図）。
ところで， 1918年 4月8日の "OfficialBulletin" の一節から「商品課」の
機能をうかがうと，次のとおりである。
「戦時産業局長官の目的とするところは，各商品課の長を，当該商品課が
担当する産業を取扱うための政府の唯一の代表とすることである。……商品
課長は，申請部が商品課に委任した問題を研究し，かつ調達部を含むすべて
の方面から，これらの申請に関する割当てに有益な報告と資料を求める。商
品課の会議において，申請を満すため原料，資材，施設の割当が決定され
る。．．笠」
すなわち， 57の「商品課」は，各商品ごとの需給の均衡をつくり出すこと
を任務とする政府機関であって，戦時産業局の全ての権限ー一優先決定，配
分，削減，価格固定，保存， 命令など一一呪）実質的な運用者であった。「各
(22) 
々は各商品に関する戦時産業局のミニチュアであった。」各課は， 課長とそ
のアシスクントに加えて，関連する全調達機関（需要側）の代表によって構
(21) Willoughby, op. cit., pp. 80-81. 
(22) Clarkson, op. cit., p. 311. 
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第1図戦時産業局の主要組織
価格決定委員会
対連合国調達委員会
火薬
労働
錫
クレーン
酸およぴ農工業用化学薬
品
鍛造品・銃砲等
アルカリ，塩素
耐火レンガ
光学ガラス・同器具
電線・ケープル
プラチナ
木材用化学薬品
メリヤス
クレオソート
動力
パルプ・紙
電極・研磨剤
ゴム
材木
タバコ
鉄道施設
雑貨
皮革用材
自動車
ジュート・大麻・麻縄
ペイント・顔料
建築用材
企画統計
申請
化学
施設
〔部J
〔課〕
棉・くず棉
雲母
硝酸塩
機械
石炭ガス製品
真鎮・非鉄タービン
農業用機械等
外国産羊毛
国内産羊毛
羊毛製品
電気・動力施設
化学薬品
鉄合金
，，ヽードウェア，手動道具
チェイン
人工および植物性染料
医薬
亜麻製品
緊急建造物
生皮・製皮製品
フェルト
化学用ガラス・磁器
棉製品
倉庫用材
エチルアルコール
＊は商品課ではない技術的セクション
優先
完成品
鉄鋼
繊維製品
保存
硫化鉄
非鉄金属
鋼製品
発射用鋼・レール・鋼合金
• Cold-Drawn Steel 
銑鉄
鉄・鋼スクラップ
＊価格
＊法令
＊技術指導
＊資源・保存
＊内陸輸送
＊工場・兵器に関する特別諮
問委員会
＊情報
＊防火
（出所） Clarkson,Industrial America in the War, 1924 p. 306より作成
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成された。各課長は統制業務に必要な一切の情報を掌握しており，彼等は単
独またはグループで，優先委員会，優先部，価格決定委員会，決済委員会に出
席し，それらの決定に公式に関与した。彼等はまた，必要とあれば非公式に
その他のあらゆる組織に出席し， 各々の活動に必要な情報を提供した。国
防会議議長をつとめたクラークソンは， 戦時産業局の全機能は実質的には
「商品課」によって遂行され，機能別の各部は，ほとんど「商品課がそれら
の機能を取扱うオフィス」，「商品課への形式的な出入口」にすぎなかったと
(23) 
述べている。
重要なことは，「商品課」の組織が，合衆国商業会議所 (Chamberof Com-
merce of the United States)によって組織された戦時産業委員会 (WarService 
Committees of Industry)と呼ばれる約 350の産業部門別シンジケートと結合
したことであった。 クラークソンは， 「商品課」と戦時産業委員会との結合
に媒介された国家と経済との関係を，次のよ・うに描写している。「それらは，
合衆国商業会議所の戦時産業委員会によって密接に代表されている約350の
産業の貯水槽 (reservoirs)と連絡していた。これらの連絡は， 二重的・交叉
的であった。一方では，それらは燃料管理局と食糧管理局という二つの独立
した商品機関の統制を受けない，すべてのアメリカ産業に関する統制の情報
を戦時産業局に注入した。他方では，戦時産業局の命令や要求を，すみやか
(24) 
に産業へ伝えた。」
すなわち， 「商品課」は， 戦時経済管理の政策決定の基礎となる膨大な情
報の収集・管理実務と，決定された政策の執行実務の大半を，戦時産業委員
会に委任したのである。
戦時産業委員会には，通常，各産業部門で最も支配力をもつ大商工業会社
の重役が参加し，各々には，関連会社に割りあてた経費で，大規模なスクッ
フとよく整備された事務局が組織され，当該産業と「商品課」との間の連絡
（お） Ibid.,p. 304, p. 311. 
(24) Ibid., p. 299. 
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(25) 
実務をとりしきっていた。 1918年2月28日付の合衆国商業会議所のパンフレ
ットは，戦時産業委員会に組織されたシンジケートの利点を，こう述べてい
る。
(1) ある産業によって選任され，当該産業内の全員からの信任を受けてい
る委員会は，政府の要請に応えて，常時，政府の要求と政策とに関する政府
機関との協議に出席することができる。
(2) 委員会は，設備および経営管理の諸問題について，当該産業内のあら
ゆる個人，企業，会社に関する完全な情報を，政府機関に提供できる。
(3) 政府がある特定物資の購入計画の策定において，その必要量を当該委
員会に提示すれば，原料市場は保護され，インフレーションが防止される。
(4) 委員会は，必要とされる商品についてコストを見積り，政府の作成す
るコスト表のために提示することができる。政府はこれにもとづいて公正な
価格を決定できる。
(5) 委員会は，産業立地の誤り，鉄道の渋滞，労働事情の混乱を防止する
ために，発注の配分について勧告することができる。
(6) 政府の専門官は，提出されたコスト表および分配に閲する勧告を検討
し，独自の決定をおこなうことができる。正当な方法でこれがおこなわれれ
ば，産業は快くこの決定をうけいれるであろう。
(7) 特定産業の全構成員が，最高度の生産の要求される政府事業を分担す
ることが要請され， その結果， 特定者への利益の集中が防止されるであろ
ぅ。
(8) 政府は諸条件の変更について，常に委員会から系統的な助言を受
け，従って，非常事態を予期し，かつ将来の必要に応えうる計画が体系的に
立案できる。
{9) 優先権の個別的適用は，過去において，優先制度の運用をきわめて複
(25) Ibid., p. 310, B. M. Baruch, American Industry in the War, 1941, p. 
109.なお各戦時産業委員会のメンバーについては， Clarkson, op. cit., pp. 
532-543. 
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雑にした。優先権の適用は，多くの産業部門において，当該産業の委員会を
通じて調整することができ，これにより非常な好結果が生じる。
U0) これらの委員会の利用は，燃料，輸送，労働，再建，外国貿易の取扱
いにおいて，非常な便宜をもたらすであろう。また同様に，ある産業が，部
分的・個別的にではなく，全体的に検討される場合，非常な利益を生むであ
ろう26:
ところで，国防会議議長は，戦時経済管理の拡張が日程にのぼった1917年
9月，合衆国商業会議所が開催した「アメ F リカ戦時実業会議(WarConvention 
of Amerecan Business)」において，次のように発言していた。
「……各産業は，その産業の全構成員を完全に代表する形で，全国的基礎
の上に組織化されるなら，最もよく政府に貢献するであろう。州あるいは地
方別の諸組織は，商業会議所や地方市民協会にとっては賞讃できるものであ
るが，われわれの産業生活はそのように縛られていないのである。産業は州
の境界によって大して影響を受けない。単一の全国的組織は，戦時において
も平時においても，政府に最も貢献する組織形態なのである。そのような組
織が，参戦時に存在していたなら，戦時の産業動員の問題は簡単であっただ
(27) 
ろう。」
戦時産業委員会はまさしく，ここで提起されたところの，全国的基礎の上
に統合された工業家団体の組織であった。
さて，こうしてつくり出された，産業部門別に統合された工業家団体の組
織と大統領の戦時権限に基礎づけられた絶大な権限を集中する戦時産業局と
の癒着こそ，戦時国家独占資本主義の一中枢であった。小論の冒頭で述べたよ
うに，レーニンは1917年9月，列強に形成されつつある国家独占資本主義の
特徴として，全国家的規模での生産と分配との調整，全般的労働義務，強制
的シンジケート化（企業連合への統合）， の三つをあげたが， 上述した執行
(26) Baruch, op. cit., pp. 307-308. 
(27) Willoughby, op. cit., p. 86. 
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............. 
権力とシンジケートとの癒着こそが，合衆国における全国家的規模での生産
・・・ ・• (28) 
と分配との調整機構であった。「商品課」は， この癒着の「接点(tap)」であ
って，それはまさしく，戦時産業局の行政組織の「バックボーン」であっ
た，と言えよう。
(29) 
「商品課」は， 旧来の「硬直化した官僚制度 (rigidbureaucracy)」とは全
く異った「能率的行政組織」であった。クラークソンは，両者を対比して，
次のように述べている。
陸軍や一般に政府の官僚制度は，法令と自動的行為に対する制限によって
縛られた部品からなる機構である。その機構は，より少なく活動すればする
ほど，よりよく活動することになる。すなわち， 「官僚制度においては， 機
構の完全さこそが主要な関心事であり， 産出物の質はたいした関心事では
ない。ある部分が，定められた日常業務から少しでもはずれると，それは全
'(30) 
機構をくつがえすのである。」これに対して戦時産業局は， 人間を基礎に
構築されたのであり，規則にもとづくものではなかった。「戦時産業局には，
議長から出て350以上の産業と結ぴつく別々の綱があった。…… 60の綱の
(31) 
各々は，各課長によって行政的に統制された。」「商品課の運営を研究すれば
するほど，それらの簡喫さと能率とを痛感する。それらは工業動員以上のも
のである。それらは動員され，教練され，敏感に応答する鋭い完全に配置さ
(28) Clarkson, op. cit., p. 299,「商品課は， 日常的に観察しているので， 危険
な状況が展開するのを発見する。それらは， 全ての事実を集め， 全ての製造業
者，少くともその戦時産業委員会を招集し，彼らと共に研究し，分配，優先，
価格等を含む全問題の解決を案出し， それを本来の機能別部や複数の部に提出
し，承認と実施を要求する。時にはバルークや戦時産業局の他のメンバーが，彼
らの司令塔からある措置の実施の必要性を最初に知覚する。その場合，それらが
なすべき全ては，栓 (faucet)にもどされ，商品課が一連の諸結果を検討した。
その状況の下で，人的に可能な限り，商品課は関連する産業を接触させた。」
(ibid. pp. 308-309) 
(29) Ibid., p. 311. 
(30) Ibid., p. 311. 
(31) Ibid., p. 303なお，商品課の数は正確には57である。
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れた産業である。それらはすきまなく整列した産業である。戦時産業局は，
戦時調達機関の調整のため間に立ち， おだやかに説得した。ついにはそれ
は， みごとに調整された産業を調整された消費の自由な使用のもとにおい
た。もちろん，優先制度のおかげであったが，商品課こそ，優先制度のアル
(32) 
ファでありオメガであった。」そこでは， 議長からの権限移譲が完全におこ
なわれる一方， 各商品課長に対する業績評価も徹底的におこなわれた。「そ
れらは機能の円滑さのみでなく，産出物の質と量とによって評価される。 ト
ラブルが発生すれば，直ちに議長へ直接報告されるのであって，権限の源泉
へおずおずと一歩一歩のぼってゆくのではなかった。失敗が，個人的弱点や
不適切な理由から生じた場合，その人物は変えられるが，分権化の原則は不
(33) 
変であった。」
こうして， 「商品課」を拠点として， 資本主義的経営の原理が国家機構の
なかに移植されるのであって，これを棋杵として，戦時産業動員と能率増進
運動への拍車が強力にかけられた。経済管理機構の中には著名なテイラー
主義者の大半が参加し， そこは「科学的管理法」の主要な実験場となっ
た。すなわち，優先決定と価格決定を主たる手段とする軍需調達制度の合理
化と，国家の巨大な製造部門である兵器廠や緊急艦隊会社への「科学的管理
'(34)  
法」の導入とを横杵に，軍需産業における経営合理化が強制されていった。
「科学的管理法」はまた，戦時産業局保存部長に就任したショウ (A.W.
(35) 
Shaw)によって，流通費用の節約のために適用された。そして， こうした
(32) Ibid., p. 309. 
(33) Ibid., p. 311. 
．』
(34) 池上惇，「国家的独占による競争条件の創出と軍需調達制度の合理化」， 前掲
書， M.L. Cooke, "The Influence of Scientific Management upon Govern-
ment-Federal, State and Municipal", Bulletin of tl¥e Taylor Society, Vol. 
ix, No. 1, 1924. 
(35) Clarkson op. cit., pp. 211 -223. ショウは自らのマーケティング理論を戦
時の流通費用の節約問題に適用したのであるが，彼の理論の性格については，近
藤文男． 「マーケティング論の生成」京大経済学会「経済論叢」第9雑躾訳い号，
1967年3月。
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運動に並行して，全国戦時労働局 (NationalWar Labor Board)を頂点とする
労働力統制機構の中に， AFLの多くの幹部が編入され，戦時産業動員と能
(36) 
率増進運動への協調体制が編成されていった。
さて，クラークソンによれば， 第一次大戦のなかで， 「商品課」が合衆国
の官僚制度にあたえた決定的変革こそ， 独占資本主義の土台のうえに立つ
「能率的国家」の形成の胎動であった。彼はこう述べている。
「われわれは，結局，予算，会計制度や省の改組を経験するであろうが，
議会が，執行府に分権化の自由裁量を快くまかせ，かつ有能な人物が，快く
政府の公務員となるまでは，動作の鈍い政策の愚鈍な官僚制度をもちつづ
けるであろう。ビジネスの形式は，ビジネスの頭脳と主導性なくしては死ん
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
だ事物である。戦時産業局は，文字どおり，政府の業務のなかにビジネスを
もちこんだ。バルークが戦時産業局でおこなったと同じように，政府の業務
を自由に遂行するマネージャーがいるなら，ビジネスの管理に成功するであ
ろう。，公務は，全面的に機敏・主導的・精力的になるであろう。われわれは
．．．．．．．．．．．．．．．．． 
いつの日にか，ある大統領のときに，戦時産業局の組織計画を政府全体に適
(37) 
用することになるであろう。」（傍点は引用者）
すなわち，彼によれば，公務の能率化は，執行権力の専決体制と資本主義
的経営原理との結合による官僚制度の変革を通じて実硯するのであって，執
行権力とシンジケートとの癒着が，この変革のエネルギーの源泉であった。
こうして，独占資本主義の土台に照応する「能率的国家」は，第一次大戦下
の経験の普逼化によって形成されるのであるが，そこでは，戦時の非常時に
おける議会制民主主義の形式化が恒常的とならざるを得ないのである。
クラークソンのこの展望は，戦争，恐慌といった資本主義体制の危機を通
じて発展する独占段階の行財政制度改革運動の一つの本質的側面に関する洞
察として，きわめて注目されると言えよう。そこにはまた，認識方法と導か
(36) J. T. McKelvey, AFL Attitudes toward Production, 1900-1932, 1952 
（小林康助•岡田和秀訳「経営合理化と労働組合」風媒社， 51-67頁）
(37) Clarkson, op. cit., pp. 311-312. 
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れる結論が全く異るとは言え，第一次大戦のなかで真に能率的な「革命的
民主的国家」の建設を探求した，レーニンの洞察につながるものがある。周
知のとおり，レーニンは， 1917年に執筆した「国家と革命」のなかで，こう
述べていた。
「前世紀の70年代のドイツの機智のある社会民主主義者は，螂徊を社会主
義経営の見本だと呼んだ。これはそのとおりである。今日では，郵便は，国
家資本主義的独占の型にしたがって組織された経営である。帝国主義は，す
べてのトラストをこのような型の組織に徐々に転化させている。ここでは，
沢山の仕事をしよわされながら，飢えている『普通の』の勤労者のうえに，
同じブルジョア的官僚制度がのしかかっている。しかし，ここには社会的運
営の機構がすでにできあがっている。資本家をうちたおし，武装した労働者
の鉄腕でこれらの搾取者の反抗を粉砕し，近代国家の官僚機構を破壊せよ，
—そうすれば，われわれの眼前には， 『寄生体』をとりのぞき， 高度な技
術を装備した機構が現れる。……国民経済全体を郵便のように組織するこ．． 
と，しかも技術者，監督，薄記係が，すべての公務員と同様に，武装したプ
ロレタリアートの統制と指導のもとに「労働者なみの賃金」以上の俸給をう
けないように組織すること一一これこそ，われわれの当面の目標である。こ
れこそ，われわれに必要な国家であり，われわれに必要な経済的基礎のうえ
に立つ国家である。これこそ，議会制度を廃棄し，代議機関を保持し，プル
ジョアジーがこの代議機関に節を売らせることから勤労者階級を解放するで
(38) 
あろう。」
第一次大戦の中で生まれてきたこの二つの洞察を比較し，、深く立ち入って
考察することは， きわめて興味ある課題である。 しかし， ここでは， 両者
が，戦時国家独占資本主義による官僚制度の変革という同一の事実から，プ
ルジョア国家の改造に関する全く異った（対立する）結論をひき出している
こと，を確認するにとどめよう。
(38) レーニン「国家と革命」，全集25巻， 460頁。
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皿結論と展望
言うまでもなく，第一次大戦は，独占段階の資本主義体制の危機のはじま
りであった。この帝国主義戦争のなかで，交戦列強にはあいついで戦時国家
独占資本主義が編成され，国家権力の編成に一連の重要な変貌があらわれた
が，以上で考察したように，合衆国の連邦行財政制度にも，重大な変革が深
く集中的に刻印されたのである。それらは，戦時の非常時における一時的変
革にとどまらず，現在に至る連邦行財政制度の動向を規定している重要な変
革であった。いまこれを要約すれば，
第一に，大統領への権力の集中を基礎として，執行権力の運動力と弾力と
を拡大する種々の行財政制度上の変革がもたらされた。執行府には，ウイロ
ビーが隠可制度として概括した「経済統制手段」をはじめ，特殊会社，連動
幹部会などの新たな能率的行政方法が採用された。また，議会が，個々の歳
出法の議定を通じて，個々の行政執行過程を厳格に統制するという，従来の
原則が大きく後退し，かわって執行府に財政的裁量を大幅に賦与する新しい
原則があらわれた。そして，こうした執行権力の専決体制の強化と並行し
て，執行権力とシンジケートとの癒着がすすみ，戦時国家独占資本主義の一
中枢が形成されていった。
第二に，執行権力とシンジケートとの癒着の接点に， 「商品課」と呼ばれ
る行政組織が生まれた。それは，旧来の官僚制度とは全く異質の，戦時国家
独占資本主義の本質的性格をあらわす行政組織であって，資本主義的経営の
原理で運営される「能率的行政組織」であった。
さて，ここで小論の考察と前稿のそれとを重ねあわせて総括すれば，第一
次大戦下の国家権力の動態の主要なー側面が，ほぼあきらかになるであろ
う。すなわち，合衆国では，執行権力の専決体制のもとで戦時産業局と資本
発行委員会とが有機的に連動する戦時国家独占資本主義の中枢部が形成され
たのである。この中枢部は，財務省や連邦準備局と金融寡頭制の機欅とを緊
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密に結合した。そしてこの中枢部によって，産業の軍時的編成替に起因する
経済的混乱と巨額の戦費負担に伴う財政・通貨危機との急激な露呈に対応し
て，特権的軍需産業への資材・労働カ・資金の集中運動が推進されたのであ
る。こうした戦時経済管理が急速に強化されるなかで，節約運動と能率増進
運動のエネルギーが国家機構の内部を強力して貫徹し，資本主義的経営の原
理，とくに「科学的管理法」が急速に浸透したのであった。
われわれは以上の総括をふまえて，次にこうした戦時の現実と深いかかわ
りを持った行財政制度改革論の性格を，あらためて検討しなければならな
い。そして，その際にはウイロビーの次の指摘に注目する必要があろう。
すなわち，彼はこう述べている。
「合衆国は，その決定を施行するために行政官に大なる権限を賦与するこ
とをためらわなかったとは言え，これらの権限は，万策つきた時と場合にの
み行使された。他の諸国家が巨大な官僚制度を構築し，それらの意志を法的..... 
規制により強制したのに対して，合衆国は，人民の自発的協調に訴えること
で満足した。」「もちろん，合衆国の直面しなければならなかった状況が，
他の諸国家ほど困難ではなかったということはあきらかである。にもかかわ....... 
らず，合衆国が，他国の制度を奴隷的にまねるのではなく，直面した状況と..................... 
アメリカの民衆の気風によりよく適合する制度を採用したことは，注目に値
(39) 
する。」 （傍点は引用者）
ウイロビーが指摘するように，戦時国家独占資本主義の編成が主としてア
メリカの民衆の「気風」に適合する制度を生み出したとすればそこから，この..... 
協調を組織し得た当時の行財政制度改革論の基本的性格が問題となるであろ
う。そして，この問題は，実は当時の歴史的状況のもとで，前節の末尾で述
べた二つの洞察とも深くかかわって提起されていたのである。この問題に立
入った考察を加えることが，次の課題である。
(39) Willoughby, op. cit., pp. 353-354. 
